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ババドドミミンントトンン部部はは現現在在３３年年生生がが抜抜けけたたののでで､､
男男子子６６名名､､ 女女子子５５名名のの計計1111名名でで活活動動ししてていいまますす｡｡

人人数数はは少少なないいでですすがが､､ 外外部部ココーーチチににもも練練習習のの指指
導導ををししてていいたただだいいてて､､ 部部員員ももそそれれぞぞれれにに工工夫夫しし
ななががらら活活動動ししてていいまますす｡｡ ババドドミミンントトンンににはは､､ 個個
人人戦戦とと団団体体戦戦ががあありりまますす｡｡ 団団体体戦戦ににはは最最低低５５人人
必必要要ななののでで､､ 男男子子､､ 女女子子共共ににギギリリギギリリのの状状態態でで
すす｡｡
６６月月のの総総体体でではは､､ 男男子子団団体体ははベベスストト４４､､ 個個人人

もも男男子子ははシシンンググルルスス３３位位ややベベスストト８８､､ ダダブブルルスス
ももベベスストト４４､､ ベベスストト1166ななどど上上位位にに君君臨臨ししてておおりり､､
女女子子もも近近畿畿大大会会県県予予選選でで勝勝利利しし､､ ダダブブルルススがが近近
畿畿大大会会へへ出出場場すするるここととがが決決ままりりままししたた｡｡
ままたた､､ 男男子子はは８８月月1166日日にに行行わわれれたた､､ 全全日日本本ジジ

ュュニニアア予予選選会会ででダダブブルルススがが優優勝勝しし､､ 宮宮崎崎県県でで開開
催催さされれるる全全国国大大会会にに出出場場ししままししたた｡｡ ここれれもも､､ ＯＯ
ＢＢ方方にに練練習習をを見見てていいたただだいいたたりり､､ 毎毎日日ののよよううにに
暑暑いい体体育育館館でで一一生生懸懸命命練練習習ししててききたたりりししたた成成果果
だだとと思思いいまますす｡｡
大大会会でではは､､ ２２回回戦戦にに進進出出すするるここととははででききまませせ

んんででししたたがが､､ そそのの大大会会でで観観たたこことと､､ 感感じじたたこことと
はは多多くく､､ 練練習習ににももよよりり熱熱がが入入るるよよううににななりりまましし
たた｡｡ 選選手手ととししてて出出場場ししたた彼彼ららににととっっててははももちちろろ
んん､､ 彼彼ららとと共共にに日日々々練練習習ししてていいるる部部員員ににととっってて
ももいいいい刺刺激激ににななりりままししたた｡｡ ここれれにに満満足足すするるこことと
ななくく､､ ささららににレレベベルルのの高高いいババドドミミンントトンンををししてて
いいききたたいいとと考考ええてていいまますす｡｡ そそししてて､､ ププレレーーだだけけ
ででななくく､､ 和和歌歌山山県県のの代代表表ととししててのの在在りり方方をを日日々々
のの生生活活のの中中かからら築築いいてていいここううとと考考ええてていいまますす｡｡
ここのの全全国国大大会会後後にに行行わわれれたた近近畿畿大大会会県県予予選選でで

はは､､ ２２冠冠をを達達成成しし､､ 男男子子ダダブブルルスス２２組組､､ 女女子子ダダ
ブブルルスス１１組組､､ 男男子子シシンンググルルスス３３人人がが近近畿畿大大会会にに
出出場場すするるここととととななりりままししたた｡｡ ｢｢意意識識１１つつでで､､ ププ
レレーーはは変変わわるる｣｣ そそうう感感じじたた瞬瞬間間ででししたた｡｡
ここののよよううななククララブブでですすがが､､ 初初心心者者､､ 経経験験者者はは

問問いいまませせんん｡｡ 高高校校かからら始始めめたた生生徒徒ももめめききめめききとと
上上達達ししてていいまますす｡｡ 少少ししででもも興興味味ががああるる人人はは体体育育
館館ににぜぜひひ見見学学ししににききててくくだだささいい｡｡

夏夏
休休
みみ
中中
にに
行行
っっ
たた
キキ
ャャ

リリ
アア
アア
ッッ
ププ
のの
取取
りり
組組
みみ
のの

総総
まま
とと
めめ
とと
しし
てて
、、
９９
月月
2244

日日
にに
発発
表表
会会
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
部部
門門
かか
らら
のの
発発

表表
にに
生生
徒徒
たた
ちち
はは
耳耳
をを
傾傾
けけ

てて
いい
たた
。。

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
部部
門門

かか
らら
、、
２２
年年
３３
組組
のの
上上
山山
ささ

んん
がが
勝勝
浦浦
のの
パパ
ンン
屋屋
ささ
んん
でで

体体
験験
をを
しし
たた
ここ
とと
をを
発発
表表
しし

てて
くく
れれ
たた
。。
和和
歌歌
山山
のの
特特
産産

物物
でで
ああ
るる｢｢

じじ
ゃゃ
ばば
らら｣｣

やや

｢｢

ママ
ググ
ロロ｣｣

をを
使使
っっ
たた
パパ
ンン

をを
作作
っっ
てて
おお
りり
、、
店店
長長
ささ
んん

はは
アア
イイ
デデ
アア
ママ
ンン
だだ
とと
感感

じじ
、、
まま
たた
、、｢｢

パパ
ンン
生生
地地
はは

生生
きき
てて
いい
るる｣｣

とと
いい
うう
言言
葉葉

がが
たた
いい
へへ
んん
印印
象象
にに
残残
っっ
たた

とと
感感
想想
をを
述述
べべ
たた
。。

５５
組組
のの
若若
林林
ささ
んん
はは
、、
トト

リリ
ママ
ーー
のの
専専
門門
学学
校校
のの
オオ
ーー

ププ
ンン
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
にに
参参
加加
しし

たた
。。
まま
ずず
、、
見見
学学
すす
るる
理理
由由

をを
３３
つつ
挙挙
げげ
、、
目目
的的
意意
識識
をを

しし
っっ
かか
りり
持持
っっ
てて
参参
加加
しし

たた
。。
そそ
ここ
でで
のの
１１
時時
間間
半半
のの

研研
修修
をを
通通
しし
てて
、、｢｢

人人
のの
話話

をを
聞聞
くく
力力｣｣

やや｢｢

話話
すす
力力｣｣

がが
たた
いい
へへ
んん
重重
要要
でで
、、
そそ
れれ

をを
今今
後後
のの
高高
校校
生生
活活
でで
つつ
けけ

てて
いい
きき
たた
いい
とと
話話
しし
てて
くく
れれ

たた
。。クク

ノノ
ーー
ルル
のの
職職
場場
見見
学学
でで

はは
、、
４４
組組
のの
島島
本本
ささ
んん
のの
感感

想想
文文
をを
５５
組組
のの
岡岡
鼻鼻
君君
がが
代代

読読
しし
てて
くく
れれ
たた
。。
見見
学学
先先
がが

食食
品品
をを
製製
造造
すす
るる
工工
場場
でで
ああ

っっ
たた
ここ
とと
かか
らら
、、
非非
常常
にに
厳厳

重重
なな
衛衛
生生
管管
理理
がが
ささ
れれ
てて
いい

たた
ここ
とと
をを
体体
験験
でで
きき
たた
。。
まま

たた
、、
現現
在在
はは
企企
業業
へへ
のの
就就
職職

もも
大大
変変
厳厳
しし
いい
とと
いい
うう
ここ
とと

をを
聞聞
きき
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの
高高
校校

生生
活活
でで
はは
、、
家家
庭庭
学学
習習
のの
大大

切切
ささ
をを
実実
感感
しし
たた
そそ
うう
だだ
。。

防防
災災
スス
クク
ーー
ルル
でで
はは
、、
１１

組組
のの
山山
根根
君君
とと
２２
組組
のの
吉吉
川川

君君
がが
発発
表表
しし
てて
くく
れれ
たた
。。
災災

害害
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー

のの
受受
付付
係係
でで
はは
、、
初初
対対
面面
のの

生生
徒徒
にに
対対
しし
てて
、、
おお
願願
いい
すす

るる
内内
容容
をを
分分
かか
りり
やや
すす
くく
説説

明明
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
ずず
大大
変変

緊緊
張張
しし
たた
そそ
うう
だだ
がが
、、
そそ
のの

中中
でで
説説
明明
すす
るる
力力
がが
付付
いい
たた

よよ
うう
だだ
。。
まま
たた
、、
防防
災災
スス

クク
ーー
ルル
当当
日日
にに
教教
ええ
たた
三三
角角

巾巾
をを
使使
っっ
たた
応応
急急
手手
当当
のの
方方

法法
にに
つつ
いい
てて
のの
実実
演演
をを
しし
てて

くく
れれ
たた
。。

２２
組組
のの
笹笹
木木
ささ
んん
はは
、、
特特

別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
でで
のの
ボボ

ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
体体
験験
にに
つつ
いい

てて
発発
表表
しし
てて
くく
れれ
たた
。。
４４
日日

間間
のの
体体
験験
のの
中中
でで
、、
一一
人人
のの

おお
じじ
いい
ささ
んん
のの
おお
世世
話話
をを
しし

たた
時時
のの
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
紹紹
介介

しし
てて
くく
れれ
たた
。。
車車
椅椅
子子
をを
利利

用用
しし
なな
いい
とと
移移
動動
でで
きき
なな
いい

おお
じじ
いい
ささ
んん
がが
、、
愛愛
すす
るる
寝寝

たた
きき
りり
のの
おお
ばば
ああ
ささ
んん
にに
大大

好好
きき
なな
飲飲
みみ
物物
をを
届届
けけ
るる
とと

いい
うう
行行
動動
のの
中中
でで
、、
二二
人人
がが

互互
いい
のの
心心
とと
心心
でで
会会
話話
しし
てて

いい
るる
とと
感感
じじ
たた
そそ
うう
だだ
。。
まま

たた
、、
そそ
れれ
をを
手手
伝伝
っっ
たた
笹笹
木木

ささ
んん
はは
、、
おお
じじ
いい
ささ
んん
かか
らら

何何
度度
もも｢｢

ああ
りり
がが
とと
うう｣｣

とと

いい
うう
言言
葉葉
をを
頂頂
いい
たた
ここ
とと

でで
、、
今今
回回
のの
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

にに
参参
加加
しし
てて
本本
当当
にに
良良
かか
っっ

たた
とと
締締
めめ
くく
くく
りり
、、
そそ
のの
心心

温温
まま
るる
内内
容容
にに
、、
生生
徒徒
もも
感感

動動
しし
てて
いい
たた
。。

９９
月月
2277
日日
、、
５５
時時
間間
目目
にに
後後
期期
生生
徒徒

会会
役役
員員
選選
挙挙
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
会会
長長
にに
２２

年年
生生
のの
奥奥
休休
場場
奨奨
君君
、、
副副
会会
長長
にに
同同
じじ

くく
２２
年年
生生
のの
米米
川川
令令
英英
君君
とと
小小
嶋嶋
智智
子子

ささ
んん
がが
立立
候候
補補
しし
、、
３３
人人
共共
多多
数数
のの
信信

任任
をを
得得
てて
、、
後後
期期
生生
徒徒
会会
役役
員員
にに
選選
出出

ささ
れれ
たた
。。

後後
期期
生生
徒徒
会会
役役
員員
にに
選選
出出
ささ
れれ
たた
３３

人人
にに
抱抱
負負
なな
どど
をを
聞聞
いい
たた
。。

会会
長長
のの
奥奥
休休
場場
君君
はは｢｢

皆皆
がが
元元
気気
にに

ああ
いい
ささ
つつ
がが
でで
きき
、、
ここ
のの
学学
校校
にに
入入
学学

しし
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
もも
らら
ええ
るる
学学
校校
にに
しし

てて
いい
きき
たた
いい
でで
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
ああ
いい

ささ
つつ
やや
礼礼
儀儀
正正
しし
くく
振振
るる
舞舞
ええ
るる
よよ
うう

意意
識識
しし
てて
、、
生生
徒徒
会会
長長
とと
しし
てて
、、
しし
っっ

かか
りり
やや
っっ
てて
いい
きき
たた
いい
でで
すす｣｣

。。

副副
会会
長長
のの
米米
川川
君君
はは｢｢

前前
期期
のの
生生
徒徒

会会
でで
活活
動動
しし
てて
いい
たた
ここ
とと
やや
計計
画画
しし
てて

いい
たた
ここ
とと
をを
継継
続続
しし
てて
実実
践践
しし
てて
いい
きき

たた
いい
でで
すす
。。
学学
校校
のの
美美
化化
にに
力力
をを
入入
れれ
、、

環環
境境
をを
整整
ええ
てて
いい
きき
たた
いい
でで
すす
。。
半半
年年

間間
、、
がが
んん
ばば
りり
まま
すす｣｣

。。

小小
嶋嶋
ささ
んん
はは｢｢

学学
校校
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、

日日
本本
、、
世世
界界
へへ
とと
視視
野野
をを
広広
げげ
たた
エエ
ココ

キキ
ャャ
ッッ
ププ
運運
動動
なな
どど
にに
もも
力力
をを
入入
れれ
、、

学学
校校
内内
かか
らら
遠遠
いい
所所
にに
もも
役役
にに
立立
てて
れれ

ばば
良良
いい
なな
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
地地
域域
のの

人人
にに
もも
好好
かか
れれ
るる
よよ
うう
なな
明明
るる
いい
学学
校校

にに
しし
てて
いい
きき
たた
いい
でで
すす
。。
先先
生生
方方
にに
もも

力力
をを
借借
りり
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
ここ
とと
もも

ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、
３３
人人
精精
一一
杯杯
頑頑

張張
りり
たた
いい
でで
すす｣｣

。。

３３
人人
とと
もも
誠誠
実実
にに
自自
分分
のの
言言
葉葉
でで
意意

気気
込込
みみ
をを
語語
っっ
てて
くく
れれ
たた
。。
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４４
月月
かか
らら
本本
校校
にに
てて
勤勤
務務

ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
おお
りり
まま

すす
岩岩
倉倉
明明
徳徳((

いい
わわ
くく
らら
ああ

きき
のの
りり))

でで
すす
。。
担担
当当
教教
科科

はは
商商
業業
科科
でで
、、
部部
活活
動動
はは
空空

手手
道道
部部
のの
顧顧
問問
をを
ささ
せせ
てて
いい

たた
だだ
いい
てて
いい
まま
すす
。。

私私
はは
、、
和和
歌歌
山山
市市
出出
身身
でで
、、

和和
歌歌
山山
市市
でで
教教
員員
とと
しし
てて
スス

タタ
ーー
トト
しし
、、
和和
歌歌
山山
市市
かか
らら

離離
れれ
るる
ここ
とと
なな
くく
過過
ごご
しし
てて

いい
まま
しし
たた
。。
６６
年年
前前
にに
はは
田田

辺辺
市市
へへ
移移
りり
住住
みみ
、、
そそ
しし
てて

今今
回回
、、
新新
宮宮
市市
にに
移移
りり
住住
むむ

ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
早早
くく

新新
宮宮
のの
町町
にに
慣慣
れれ｢｢

わわ
がが
町町｣｣

とと
思思
ええ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
たた
いい

とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

新新
宮宮
でで
のの
生生
活活
がが
始始
まま
っっ

てて
約約
５５
カカ
月月
がが
経経
過過
しし
、、
新新

宮宮
やや
周周
辺辺
へへ
のの
町町
へへ
もも
出出
掛掛

けけ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
新新
宮宮
のの

ここ
とと
もも
分分
かか
りり
始始
めめ
てて
きき
まま

しし
たた
。。
暮暮
らら
しし
始始
めめ
たた
時時
にに

はは
雨雨
がが
多多
いい
とと
感感
じじ
、、
まま
たた

そそ
のの
雨雨
がが
和和
歌歌
山山
市市
のの
雨雨
とと

はは
違違
いい
、、
雨雨
粒粒
のの
大大
きき
いい
激激

しし
いい
雨雨
でで
驚驚
いい
てて
いい
まま
しし
たた

がが
、、
そそ
れれ
にに
もも
慣慣
れれ
てて
きき
まま

しし
たた
。。
町町
全全
体体
のの
雰雰
囲囲
気気
とと

しし
てて
、、
時時
間間
がが
ゆゆ
っっ
くく
りり
流流

れれ
てて
いい
てて
、、
優優
しし
いい
空空
気気
がが

流流
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
感感
じじ
、、

特特
にに
人人
がが
優優
しし
いい
住住
みみ
よよ
いい

町町
だだ
とと
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
。。

新新
翔翔
高高
校校
のの
教教
職職
員員
のの

方方
々々
にに
もも
、、
優優
しし
くく
接接
しし
てて

いい
たた
だだ
きき
、、
助助
けけ
てて
いい
たた
だだ

きき
なな
がが
らら
毎毎
日日
をを
送送
っっ
てて
いい

まま
すす
。。
授授
業業
やや
部部
活活
動動
、、
休休

憩憩
時時
間間
なな
どど
生生
徒徒
とと
触触
れれ
合合

うう
時時
間間
がが
ああ
るる
ここ
とと
でで
、、
学学

校校
にに
もも
慣慣
れれ
てて
きき
たた
よよ
うう
にに

思思
いい
まま
すす
。。

生生
徒徒
のの
皆皆
ささ
んん
にに
はは
、、
新新

翔翔
高高
校校
でで
のの
高高
校校
生生
活活
をを
通通

じじ
てて
、、
ルル
ーー
ルル
をを
守守
るる
ここ
とと

のの
大大
事事
ささ
、、
学学
びび
合合
いい
のの
大大

切切
ささ
、、
全全
力力
をを
注注
ぐぐ
楽楽
しし
ささ

をを
感感
じじ
てて
ほほ
しし
いい
とと
思思
っっ
てて

いい
まま
すす
。。

ルル
ーー
ルル
をを
守守
るる
ここ
とと
がが
当当

たた
りり
前前
だだ
とと
思思
ええ
るる
気気
持持
ちち
、、

ルル
ーー
ルル
をを
守守
らら
なな
いい
ここ
とと
でで

他他
者者
へへ
迷迷
惑惑
をを
掛掛
けけ
るる
とと
いい

うう
ここ
とと
。。
自自
分分
ひひ
とと
りり
だだ
けけ

がが
学学
ぶぶ
のの
でで
なな
くく
、、
友友
達達
とと

学学
びび
合合
うう
事事
のの
大大
切切
ささ
。。
そそ

しし
てて
最最
後後
にに
、、
何何
事事
にに
もも
全全

力力
でで
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
がが
楽楽
しし

ささ
にに
通通
じじ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
をを

感感
じじ
てて
ほほ
しし
いい
でで
すす
。。

高高
校校
のの
３３
年年
間間
はは
、、
長長
いい

よよ
うう
でで
短短
くく
、、
そそ
れれ
でで
いい
てて

人人
生生
にに
おお
いい
てて
重重
要要
なな
時時
期期

でで
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
一一
生生
付付
きき

合合
うう
友友
達達
をを
作作
っっ
たた
りり
、、
部部

活活
動動
にに
青青
春春
をを
かか
けけ
るる
生生
徒徒
、、

一一
生生
懸懸
命命
にに
勉勉
強強
にに
取取
りり
組組

むむ
生生
徒徒
、、
まま
たた
人人
間間
関関
係係
やや

恋恋
にに
悩悩
むむ
ここ
とと
もも
ああ
るる
でで
しし

ょょ
うう
。。
そそ
うう
いい
っっ
たた
高高
校校
生生

活活
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
自自
分分
のの
進進

路路
にに
おお
いい
てて
悩悩
むむ
ここ
とと
もも
多多

いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
進進
路路
はは
安安

易易
にに
決決
定定
すす
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、

自自
分分
をを
見見
つつ
めめ
直直
すす
いい
いい
機機

会会
だだ
とと
捉捉
ええ
、、
しし
っっ
かか
りり
悩悩

みみ
決決
断断
しし
てて
ほほ
しし
いい
とと
思思
っっ

てて
いい
まま
すす
。。

最最
後後
にに
、、
６６
校校
目目
とと
なな
るる

新新
翔翔
高高
校校
でで
もも
生生
徒徒
とと
共共
にに

学学
びび
合合
いい
、、
生生
徒徒
がが
成成
長長
しし
、、

自自
らら
もも
成成
長長
しし
てて
いい
けけ
るる
関関

係係
をを
築築
いい
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思

っっ
てて
いい
まま
すす
。。
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平平
成成
2244
年年
度度
、、
新新
翔翔
高高
校校
とと
しし
てて

第第
６６
回回
のの
体体
育育
祭祭
をを
1100
月月
５５
日日
にに
開開

催催
しし
たた
。。
今今
年年
はは
昨昨
年年
のの
台台
風風
のの
影影

響響
でで
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
ブブ
ロロ
ッッ
クク
制制
がが

復復
活活
。。
ブブ
ロロ
ッッ
クク
対対
抗抗
リリ
レレ
ーー
やや
応応

援援
合合
戦戦
、、
そそ
しし
てて
前前
回回
かか
らら
行行
っっ
てて

いい
るる
借借
りり
物物
競競
走走
なな
どど
盛盛
りり
上上
がが
りり

をを
見見
せせ
たた
。。

学学
年年
種種
目目
にに
はは
３３
年年
生生
はは
綱綱
引引
きき
、、

２２
年年
生生
はは
綱綱
取取
りり
、、
１１
年年
生生
はは
大大
縄縄

跳跳
びび
がが
行行
わわ
れれ
、、
どど
のの
学学
年年
もも
クク
ララ

スス
でで
力力
をを
合合
わわ
せせ
てて
取取
りり
組組
んん
でで
いい

たた
。。特特

にに
、、
ブブ
ロロ
ッッ
クク
にに
分分
かか
れれ
円円
をを

作作
りり
、、
行行
わわ
れれ
るる
フフ
ォォ
ーー
クク
ダダ
ンン
スス

はは
、、
各各
ブブ
ロロ
ッッ
クク
のの
雰雰
囲囲
気気
やや
特特
徴徴

がが
出出
てて
おお
りり
体体
育育
祭祭
のの
最最
終終
演演
技技
にに

ふふ
ささ
わわ
しし
いい
もも
のの
にに
なな
っっ
たた
。。
閉閉
会会

式式
のの
校校
歌歌
斉斉
唱唱
でで
はは
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
がが

肩肩
をを
組組
んん
だだ
りり
しし
なな
がが
らら
斉斉
唱唱
すす
るる

姿姿
がが
とと
てて
もも
素素
晴晴
らら
しし
かか
っっ
たた
。。

全全
体体
的的
にに
どど
のの
種種
目目
にに
おお
いい
てて
もも

生生
徒徒
はは
一一
生生
懸懸
命命
楽楽
しし
んん
でで
いい
たた
。。

そそ
しし
てて
３３
年年
生生
のの
団団
結結
力力
がが
印印
象象
にに

残残
っっ
たた
体体
育育
祭祭
でで
ああ
っっ
たた
。。
来来
年年
度度

もも
工工
夫夫
をを
凝凝
らら
しし
てて
、、
生生
徒徒
のの
印印
象象

にに
残残
るる
よよ
うう
なな
素素
晴晴
らら
しし
いい
体体
育育
祭祭

にに
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
るる
。。
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1100
月月
1155
日日
、、
新新
宮宮
秋秋
まま
つつ
りり
がが
新新
宮宮

市市
中中
央央
通通
りり
をを
中中
心心
にに
開開
催催
ささ
れれ
、、
1155

日日
のの
創創
作作
踊踊
りり
のの
部部
にに
本本
校校
のの
３３
年年
生生

生生
涯涯
スス
ポポ
ーー
ツツ
選選
択択
生生
男男
女女
4422
名名
がが
参参

加加
しし
たた
。。
本本
校校
はは
前前
かか
らら
２２
番番
目目
とと
早早

いい
順順
番番
でで
スス
タタ
ーー
トト
。。
ああ
まま
りり
緊緊
張張
をを

しし
てて
いい
るる
間間
もも
なな
くく
、、
踊踊
りり
はは
始始
まま
っっ

たた
。。授授

業業
でで
新新
宮宮
ハハ
レレ
ヤヤ
節節
をを
練練
習習
しし
てて

きき
たた
選選
択択
生生
はは
、、
本本
校校
体体
育育
祭祭
でで
もも
踊踊

りり
をを
披披
露露
しし
てて
いい
るる
。。
４４
月月
かか
らら
練練
習習

にに
取取
りり
掛掛
かか
りり
、、
就就
職職
試試
験験
やや
クク
ララ
ブブ

活活
動動
のの
試試
合合
なな
どど
でで
忙忙
しし
いい
日日
々々
のの
中中
、、

皆皆
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
にに
一一
生生
懸懸
命命
練練
習習
にに
取取
りり

組組
んん
でで
きき
たた
。。
本本
校校
がが
ここ
のの
祭祭
りり
にに
参参

加加
をを
しし
てて
今今
年年
でで
４４
年年
目目
をを
迎迎
ええ
るる
がが
、、

昨昨
年年
はは
大大
水水
害害
のの
影影
響響
でで
祭祭
りり
のの
開開
催催

がが
見見
送送
らら
れれ
、、
生生
徒徒
らら
はは
非非
常常
にに
残残
念念

がが
っっ
てて
いい
たた
。。

３３
年年
生生
はは
、、
祭祭
りり
でで
踊踊
りり
をを
披披
露露
でで

きき
るる
とと
いい
うう
期期
待待
をを
持持
っっ
てて
授授
業業
をを
選選

択択
しし
てて
くく
るる
者者
もも
多多
いい
。。
体体
育育
祭祭
でで
もも

踊踊
るる
がが
、、
祭祭
りり
でで
踊踊
るる
のの
はは
雰雰
囲囲
気気
がが

全全
然然
違違
っっ
てて
くく
るる
。。
たた
くく
ささ
んん
のの
観観
客客

やや
本本
格格
的的
音音
響響
設設
備備
にに
よよ
りり
、、
生生
徒徒
らら

のの
気気
持持
ちち
がが
高高
まま
りり
、、
皆皆
気気
合合
のの
入入
っっ

たた
演演
技技
がが
でで
きき
てて
いい
たた
。。
３３
回回
のの
スス

テテ
ーー
ジジ
がが
１１
回回
ずず
つつ
終終
わわ
っっ
てて
いい
くく
たた

びび
にに
生生
徒徒
のの
動動
きき
にに
伸伸
びび
がが
見見
らら
れれ
、、

ここ
れれ
まま
でで
にに
なな
いい
最最
高高
のの
演演
技技
をを
見見
せせ

らら
れれ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
たた
よよ
うう
にに
感感
じじ
るる
。。

踊踊
りり
終終
わわ
っっ
たた
生生
徒徒
のの
顔顔
にに
汗汗
がが
浮浮
かか

びび
、、
笑笑
顔顔
でで
演演
技技
のの
話話
をを
すす
るる
表表
情情
をを

見見
てて
いい
るる
とと
まま
たた
来来
年年
もも
出出
場場
しし
たた
いい

とと
いい
うう
気気
持持
ちち
がが
湧湧
いい
てて
きき
たた
。。

最最
後後
にに
なな
りり
まま
しし
たた
がが
、、
ここ
のの
祭祭
りり

のの
たた
めめ
のの
事事
前前
準準
備備
やや
当当
日日
おお
忙忙
しし
いい

中中
手手
伝伝
いい
にに
来来
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
方方
々々
、、

そそ
しし
てて
会会
場場
運運
営営
のの
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
ささ

まま
方方
にに
ここ
のの
場場
をを
おお
借借
りり
しし
てて
おお
礼礼
申申

しし
上上
げげ
まま
すす
。。
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま

しし
たた
。。
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